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;豊 中分室液化機将来計画委員会;
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;現 在囎 セ〃 一豊中分室で使用・れてい・へ・ウ。液化機・・i・4・は昭秘9年l
l㈱ 開始蛛 すでに鰍 ち嘲 に入ろ・として鳴 ・れは昭和34鞭 学樋1
,低 温実験室が設置されて以来 途中 「低温センター」として発展的組織変更を伴ってはいi
l,
},るものの豊 中地 区としては3台目の液化機 である。そ して優秀なオペレーター(技官)達
;の 努加 より,7朝 とは欧 順諏 働 し,セ・・一としての液体ヘ リウ・の供給業務;
;は とど・籾 なく行われている・ しかしなカミら研究濁 の拡大畔 嬬 要の増加と液{ヒ機1
1の 老朽化 に対処 するためにはやは り10年 の単位で液化機 の更新 あるいは増設 を考えるこ1
11
1と が低温 センターに課 せ られた大 きな責任ある問題 であると考え られ る。 この ようなわけ1
iで 昨年の拡大盤 会灘 中地欧 於け・ユーザー・セ・・一の連絡会議海 年一回開か;
}れ ・)聯 て表記委員会の発足耀 め・れ鷹 化機の検討・始めるこ・にな鴫 委;
1員 は低温 センター=豊中分室の責任者,伊 達教授,低 温 センター専任教官吉 田助手,そ して1
11
iユ ーザー側代表 と して,教 養部大塚教授,基 礎エ学 部松浦助教授に澄願い し,そ れに理学i
;部 からは・過去長年低温セン・一豊中分室の供用官・つ・め・・年前噺 瞭 硬 新を経;
1験 し・脈 靴 潔 関す・儲 跡 なり通じてい・本醐 搬 マネージ・一練 ねて肋;
1る ことにな った。1
11i第 一回 目の委員会は55年 の暮れ も勘 しつ まった12月24日 ,理 学部物理教室談話室1
1に 紳 て,上記委員の懸 齢 長谷田獺 ・参加・れて行われ鳩 一回 目の・・で;
;・ あ・・最初からどの液化機にす・か選定す・のが目的ではな ・・まず豊中地区㈱ け・;
1液 体ヘ リウム需要 ののび,大 型超伝導マグネッ トの普及 の見通 し,供 給が増大 した ときの1
,1
1ヘ リウム回収の問題な どが議 論された。 また現在市販 されているい くつかの液化機 の特徴1
;や 最近の技術的齢 そ・て液化機・一・一業界の様子な・が報告・鳩{
;今 後・の・・な会議を年・回穣 開き将来予顛 求の形に・・ていきたい・考えて鴨;
11
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